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研究成果の概要（和文）：持続発展教育(ESD)は数学教育では途上領域である。アジア・太平洋経済協力APECでは、経
済自由化に伴う相互成長戦略を築く目的で持続発展を求め、防災教育が注目された。本研究は、防災教育を主題にした
APECプロジェクトをリードするために、統計・数学的モデリングなどを利用した問題解決力・戦略的思考力を高める国
際共同研究を推進した。その研究を基盤にしたAPEC授業研究プロジェクトは2012年には、APEC教育大臣会合で高く評価
され、2013年に行われたGood Practice収集プロジェクト会合では、日本の代表成果として報告された。

研究成果の概要（英文）：Education for sustainable development is ordered to be teach every subject. Howeve
r, a few examples are only known in mathematics in Japan. In APEC, economical sustainable development is t
he major issue and emergency preparedness education is necessary theme for it. On these demands, this rese
arch engaged to produce the content of teaching in mathematics for sustainable development in relation to 
emergency preparedness education. Through applying mathematical modeling and statistical problem solving t
o emergency preparedness education, e-textbooks are produced. This research reads the APEC lesson study pr
oject for emergency preparedness education. The APEC project appraised by the ministers of education in th
e ministerial meeting in 2012 and it became the representative project from Japan for the international me
eting for educational cooperation project in 2013.
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１．研究開始当初の背景 
 持続発展教育 ESD は、日本政府がユネス
コに提案した事業であり、全教科での実現が
期待されている。その中で、理科・社会科な
どと比較し、算数・数学科では内容も実践も
乏しい状況にあった。他方、アジア太平洋経
済協力 APEC では、持続発展は経済発展を基
準に検討され、自由貿易、危機管理、防災教
育などが課題として扱われる。特に APEC 人
材養成部門 HRDWG では、数学、理科を筆
頭教科とみなし、その改革手法として、日本
は授業研究プロジェクトを 2006 年より提案
しリードしてきた。その APEC プロジェクト
はマッチングファンドであり、日本側資金は、
科研費で維持されてきた。その状況のもと、
APEC プロジェクトをリードするための日
本発国際共同研究が科研費で求められた。 
２．研究の目的 
 問題解決力、戦略的思考力を育てる持続発
展教材の開発を行い、日本が APEC 授業研究
プロジェクトを先導することを実現する。 
３．研究の方法 
 内容としては、問題解決、戦略的思考を高
める持続発展教材の前提として、数学的モデ
リングと統計的問題解決に焦点を当てる。 
 APEC 防災教育授業研究プロジェクトをリ
ードすべく、結果として社会事象、問題状況
として防災教育の教材開発に多くの焦点を
当てた。主題として、地震、津波、台風、洪
水、火山、大規模火災を取り上げた。 
 各年次ともに、次の手順で研究を行った：
まず、専門的科学者から講義を受け、教材開
発のための提案を準備した。次に各国と共同
し、授業研究を推進した。そして、開発教材
を電子教科書化した。 
 その過程で、数学的モデル化、統計的問題
解決に係る学術研究を展開した。 
 成果は、国際会議、並びに、APEC 会議で報
告した。 
４．研究成果 
 代表者、分担者はそれぞれに科研費申請時
の目的に係る膨大な成果をあげた。まず、科
研費の直接目標である開発教材は、成果サイ
トで電子教科書として公開された。そのペー
ジサンプルで解説する。 
 以下は、体験を記録し、生き抜く力を育て
ることを視野に編纂した新聞抜粋英訳集で
あり、各国語に翻訳された。 

 

以下は、教材開発の前提として専門家(研
究協力者)から収集した科学的知識のサンプ
ルである。 

 

 

このような専門家の科学的知識を本科研
費では集積し、それに基づき日本側提案行っ
た。 
APEC プロジェクトとしてはその提案のも

とで各国が教科書作りを進めた。現在、20 を
超える教科書が集積されており、各国から漸
次報告され、拡大中であり、今年中には 30
を超える教科書が集積される見込みである。 
 以下は、科研費の支援を得て実施された、
日本側提案の教科書の表紙である。 

 
以上のような開発教材は、研究協力者から

協力や院生を短期雇用者してえた支援を得
て得られたものである。 
教材開発を推進した本科研費による研究

では、加えて、海外で参照可能な日本の指導
法を科研費のもとで提案した。その中で、
APEC Lesson Study Project を先導する意味
での顕著な関連成果の中で海外出版された



学術図書の写真を以下に示す。 
①  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②  

③ 

 

①は数学的な考え方、②は日本のかけ算指
導に対するラテンアメリカからの解答であ
り、③はメキシコの師範大学教科書である。
これら成果は、次のように各国のプロジェク
トが連動する中で進められた共同研究で得
ている。 

APEC : Lesson Study Network 
Working CycleAustralia:  NSW Department  State project

University  of Melbourne Local Project
Brunei:  Ministry of Education National P. with MCI, Singapore

University of Brunei Local Project
Canada: N/A

Chile: CIAE, University of Chile National P. for curriculum dev.
Valparaiso C. University  Local Project                    

China: East China N. University  Local Project 
North East China N. Uni.

Hong Kong HK Institute of Education Local Project

Indonesia SEAMEO Qitep in Math Regional Project
State Uni. of Yogyakarta Local Project

Japan :  MEXT
University of Tsukuba National Project

Korea: Korean National Uni. of Edu.

Malaysia: SEAMEO RECSAM Regional Project
University Science Malaysia National & Local Project

Mexico: Secretario Educacion Publica National Project
Pedagogical Uni. of Mexico

New Zealand N/A

Papua New Guinea  PNG Education Institution National Project
Peru Ministry of Education National Project

Philippines UP‐NISMED Local Project / National Project

Russia MIOO  Local Project

Singapore National Institute of Edu. R. Local Project (National Project)

Chinese Taipei Ministry of Education (Local Project(

Thailand Ministry of Education National Project
Khon Kaen University Local Project

USA Mills College Local & National Project

Viet Nam Hue University Local Project

APEC
HRDWG 
Wiki Site

VTRs
e‐Textbooks

APEC
HRDWG

Education Network

Report Meeting
September, Thailand

Planning Meeting
February, JapanC
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以上の本科研費と連関した広範な成果は、
その提案のもとで実施されたマッチングフ
ァンドによる APEC プロジェクトが、世界か
ら高く評価された背景でもある。 
具体的には次のように評価された。 
2012 年 APEC 教育大臣会合共同声明で本科

研費の提案を受けて実施された APEC 授業研
究プロジェクトは絶賛された。 
また、2013 年には日本を代表する教育協力

プロジェクトとして、韓国における APEC 域
内の教育プロジェクト会合で、成果報告がな
された。その成果報告書は、以下のように出
版された。 

 

 APEC プロジェクトはマッチングファンド
であり、各国から得られた成果を総合して報
告する性格を備えている。特にこの報告書に
は、APEC プロジェクトファンドでは実施され
ていない、上記のような科研費による研究の
研究成果も多数盛り込まれた。 
ちなみに、APEC セントラルファンドに基づ

く APEC プロジェクトの採択率は、1割に満た
ない。2013 年のプロジェクトに限って言えば、
本 APEC プロジェクトは 30件から採択された
わずか 2件の内の一つである。セントラルフ
ァンドによるプロジェクトとして採択され
ていること自体が評価されたことの証左で
もある。 
そのような APEC における高い評価の背景

には、本科研費による研究先導がある。 
数学教育学においても実践的なプロジェ

クトの推進は高く評価された。次は、2012 年
に実施された数学教育世界会議のニュース
レターである。研究代表者の招待講演がトッ
プニュースで報道されている。主要な講演者
が 50 名を数える中で、本誌面のトップで紹
介されたのは東洋人では唯一研究代表者だ
けであった。 

 



 

 本科研は APEC プロジェクトにおいて国際

的な評価を得ることが目標に行われたが成

果は国内にも還元された。 

 
以上のような教育業界紙による新聞報道に
加え、科研費の支援で行われた研究協力者に
よる講演等が、研究分担者によって日本語訳
され、国内学術誌に掲載され、広く共有され
た。 
 以上のように本科研費による研究は、個別
具体的にも多くの成果をあげるとともに、先
導的な教材開発を実現し、その結果として日
本政府提案 APEC 授業研究プロジェクトを世
界的に評価されるプロジェクトとすること
に成功した。同時に、日本語で生み出された
成果は、国内の教育改善動向を生み出した。 
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